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「南部」の由来に関する写真を集めてみました。

詳しくは裏表紙（8ページ）下段をお読み下さい。
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※
比
率
は
す
べ
て
百
分
率
（
％
）

で
表
し
、
小
数
点
以
下
二
位
を

四
捨
五
入
し
て
算
出
し
て
い
ま

す
。従

っ
て
、
合
計
が
百
％
に
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

最
多
は
、
『
み
な
べ
町
』
の
三

十
五
・
四
％
、
次
い
で
『
南
部
町
』

の
二
十
三
・
八
％
、『
南
部
川
町
』

配布戸数

4,391

回 収 数

1,748

回 収 率

39.8％ 合
併
協
議
会
で
は
、
新
し
い
町
の
名
称
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、「
南
部
」
の
名
前
は
残
し
た
い
と

い
う
共
通
認
識
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
広
く
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
い
た
し
た
く
、
南

部
町
（
二
、
六
六
四
世
帯
）
・
南
部
川
村
（
一
、
七
二
七
世
帯
）
全
戸
を
対
象
に
新
町
の
名
称
に
関
す

る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
二
月
に
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
一
、
七
四
八
件
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
最
終
結
果
は
以
下
の
通

り
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

南部町 23.8％�

みなべ町 35.4％�

南部川町 16.1％�

みなべ川町 16.0％�

「南部」の文字が入った�
その他の名称 4.2％�

その他の名称 1.5％�

複数回答 2.9％�

回 収 数

416

619

282

279

74

27

51

1,748

回 収 率

23.8%

35.4%

16.1%

16.0%

4.2%

1.5%

2.9%

新町名称

1．南部町

2．みなべ町

3．南部川町

4．みなべ川町

5．「南部」の文字が入っ

たその他の名称

6．その他の名称

7．複数回答

合　　計

十
六
・
一
％
、
『
み
な
べ
川
町
』

十
六
・
〇
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

５
及
び
６
の
そ
の
他
の
名
称
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

南
部
里
町
、
み
な
べ
郷
町
、
南

部
郷
町
、
南
部
乃
郷
町
、
紀
州
み

な
べ
町
、
紀
州
南
部
町
、
紀
南
部

町
、
新
み
な
べ
町
、
新
南
部
町
、

ニ
ュ
ー
み
な
べ
町
、
ミ
ナ
ベ
町
、

南
部
町
（
み
な
べ
ま
ち
）
、
み
な

べ
村
、
南
部
村
、
み
な
べ
が
わ
村
、

南
部
川
村
、
南
部
み
な
べ
川
町
、

南
部
南
部
川
町
、
み
な
べ
が
わ
町
、

梅
南
部
町
、
み
な
べ
梅
の
町
、
南

部
梅
の
町
、
梅
の
里
み
な
べ
町
、

み
な
べ
梅
町
（
み
な
べ
う
め
ま

ち
）
、
み
な
べ
梅
町
（
み
な
べ
ば

い
ち
ょ
う
）
、
南
部
梅
町
、
南
部

町
川
町
、
上
南
部
町
、
南
部
村
町
、

南
部
川
上
町
、
川
村
み
な
べ
町
、

美
南
部
町
、
南
梅
部
、
み
な
べ
南

高
町
、
南
部
新
町
、
南
部
川
新
町
、

梅
泉
南
部
町
、
南
部
白
梅
町
、
南

高
み
な
べ
町
、
南
高
町
、
梅
村
町
、

梅
の
花
町
、
梅
里
町
、
う
め
の
里

町
、
う
め
の
さ
と
町
、
梅
乃
町
、

梅
の
里
町
、
梅
の
郷
町
、
南
川
町

（
み
な
が
わ
ち
ょ
う
）
、
南
川
町

（
な
ん
せ
ん
ち
ょ
う
）
、
南
清
町
、

南
南
町
、
梅
ヶ
丘
町
、
部
々
川

町
・
み
な
べ
元
気
村
等
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。



三
月
十
日
（
月
）

午
後
十
二
時
か
ら

南
部
町
役
場
二
階

研
修
室
に
お
い
て
、

第
四
回
新
町
の
名

称
に
関
す
る
専
門

委
員
会
（
立
田
圭

一
郎
委
員
長
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
、

二
月
に
実
施
さ
れ

た
新
町
の
名
称
に

関
す
る
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い
て
説
明
が

さ
れ
、
引
き
続
き
新
町
名
称
の
選

定
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

◆
新
町
の
名
前
に
は
、「
南
部
（
み

な
べ
）」
の
文
字
を
残
し
た
い
と

い
う
思
い
が
住
民
に
浸
透
し
て
い

た
た
め
、
名
称
が
大
き
く
変
わ
る

こ
と
が
な
い
と
い
う
判
断
か
ら
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
に
消
極
的
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

◆
ひ
ら
が
な
の
「
み
な
べ
」
は
重
み

が
感
じ
ら
れ
な
い
。
漢
字
の
「
南

部
」
だ
け
で
は
合
併
し
た
と
い
う

イ
ン
パ
ク
ト
が
な
い
。

◆
今
の
時
代
は
、
漢
字
離
れ
、
ひ
ら

が
な
志
向
が
多
い
よ
う
に
思
う

が
、
逆
に
歴
史
や
伝
統
が
あ
る
漢

字
の
「
南
部
」
を
大
事
に
し
、
尊

重
す
べ
き
だ
。

◆
奇
抜
な
名
前
を
つ
け
た
ら
マ
ス
コ

ミ
が
取
り
上
げ
て
く
れ
る
と
思
う

が
、
小
手
先
で
つ
け
た
名
前
で
あ

り
、
果
た
し
て
目
的
と
す
る
効
果

が
現
れ
る
か
。
百
年
先
を
考
え
た

ら
新
し
い
名
前
に
す
る
の
で
は
な

く
、
伝
統
あ
る
名
前
を
尊
重
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

◆
「
南
部
」
は
「
な
ん
ぶ
」
と
読
み

間
違
い
さ
れ
る
、
合
併
を
機
に
ひ

ら
が
な
に
す
る
方
が
良
い

◆
漢
字
の
「
南
部
」
は
、
色
ん
な
場

面
で
南
部
町
や
南
部
川
村
が
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
全

国
的
に
も
浸
透
し
て
き
て
い
る
。

◆
合
併
し
た
と
い
う
新
鮮
味
を
持
た

せ
る
意
味
で
も
、
ひ
ら
が
な
の

「
み
な
べ
」
が
良
い
の
で
は
な
い

か
。

◆
当
然
の
流
れ
で
「
南
部
」「
み
な

べ
」
が
多
か
っ
た
が
、
梅
を
さ
ら

に
売
り
出
す
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
て

名
前
を
変
え
よ
う
と
考
え
る
人
も

い
る
。

◆
「
南
高
町
」
な
ど
の
案
が
あ
る
が
、

他
産
業
も
あ
る
中
で
、
そ
こ
ま
で

梅
に
こ
だ
わ
る
必
要
が
あ
る
の

か
。

◆
梅
に
こ
だ
わ
っ
た
名
前
な
ど
、
自

由
な
発
想
の
意
見
・
理
由
は
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
せ
ば
良
い

と
思
う
。

◆
八
丁
田
ん
ぼ
は
「
南
部
平
野
」
、

晩
稲
に
あ
る
梅
林
は
「
南
部
梅

林
」、
南
部
川
は
「
南
部
」
と
い

う
名
前
の
河
川
で
あ
る
。

◆
今
の
時
代
と
し
て
は
、
確
か
に
ひ

ら
が
な
で
あ
る
が
、
こ
の
発
想
は

足
し
て
二
で
割
る
発
想
で
は
な
い

か
。
そ
れ
よ
り
も
、
小
学
校
の
名

前
で
残
る
「
上
南
部
」、「
高
城
」、

「
清
川
」、「
岩
代
」
等
の
名
前
を

将
来
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

◆
漢
字
と
ひ
ら
が
な
、
両
方
に
魅
力

が
あ
る
し
両
方
に
言
い
分
が
あ

る
。
両
方
と
も
良
い
な
と
思
う
く

ら
い
な
の
で
、
こ
こ
は
合
併
協
議

会
委
員
の
ご
意
見
を
聞
い
て
、
そ

の
上
で
再
度
専
門
委
員
会
を
開
く

方
法
を
考
え
て
は
い
か
が
で
す

か
。
そ
う
す
る
こ
と
が
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
の
尊
重
に
も
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

以
上
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
、

専
門
委
員
会
と
し
て
は
、「
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、
漢
字
ひ

ら
が
な
を
合
わ
せ
て
「
南
部
（
み
な

べ
）」
と
い
う
の
が
六
割
近
く
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
住
民
の
意
向
と
南

部
の
名
称
を
残
し
た
い
と
い
う
協

議
会
の
共
通
認
識
と
一
致
す
る
と

判
断
で
き
る
。
し
か
し
、
漢
字
の

「
南
部
」、
ひ
ら
が
な
の
「
み
な
べ
」、

そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
が
あ
り
、
両
方
に
魅
力
が

あ
る
。
新
町
の
名
称
の
選
定
は
、

合
併
協
議
に
お
い
て
最
重
要
事
項

で
あ
り
、
又
、
よ
り
多
く
の
意
見

を
拝
聴
し
た
い
こ
と
か
ら
、
委
員

の
提
案
に
も
あ
る
よ
う
に
、
第
４

回
合
併
協
議
会
で
今
回
の
専
門
委

員
会
の
内
容
を
報
告
し
、
協
議
会

委
員
の
ご
意
見
を
お
伺
い
し
て
、

そ
の
上
で
再
度
、
専
門
委
員
会
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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■回答者の内訳
・男 613人（43.8％）・女 724人（51.7％）・不明 63人（4.5％）

・計 1,400人

■年　代
・10代 27人（1.9％） ・20代 160人（11.4％）

・30代 196人（14.0％） ・40代 229人（16.4％）

・50代 270人（19.3％） ・60代 233人（16.6％）

・70代以上 280人（20.0％）・不明 5人（0.4％）

■職　業
・会社員･公務員等 253人（18.1％）・自営業 352人（25.1％）

・パートタイマー 92人（6.6％）・家事従事者 244人（17.4％）

・学生 37人（2.60％） ・無職 213人（15.2％）

・その他 26人（1.9％）・無効回答 15人（1.1％）

・不明 168人（12.0％）

①配布数

②有効回収数

③回収率

南部町

1,340

720

53.7%

南部川村

1,066

668

62.7%

不　明

12

合　計

2,406

1,400

58.2%

■アンケート回収の状況

合併協議会では、南部町・南部川村に在住の18歳以上の住民から無作為に選んだ20%（南部町1,340人
南部川村1,066人　計2,406人）を対象にして、地域の現状、新町の基本理念、プロジェクト等に対する住
民の認識やニーズを把握し、新町建設計画の基礎資料とすることを目的として1月に実施した集計結果の主
なものをお知らせします。尚、最終有効回収者数は1,400人（回収率58.2％）でした。
※比率はすべて百分率（％）で表し、小数点以下二位を四捨五入して算出しています。

従って、合計が100％にならない場合があります。

「合併まちづくりに関するアンケート」集計結果「合併まちづくりに関するアンケート」集計結果「合併まちづくりに関するアンケート」集計結果「合併まちづくりに関するアンケート」集計結果「合併まちづくりに関するアンケート」集計結果「合併まちづくりに関するアンケート」集計結果「合併まちづくりに関するアンケート」集計結果「合併まちづくりに関するアンケート」集計結果「合併まちづくりに関するアンケート」集計結果「合併まちづくりに関するアンケート」集計結果「合併まちづくりに関するアンケート」集計結果「合併まちづくりに関するアンケート」集計結果「合併まちづくりに関するアンケート」集計結果「合併まちづくりに関するアンケート」集計結果「合併まちづくりに関するアンケート」集計結果「合併まちづくりに関するアンケート」集計結果「合併まちづくりに関するアンケート」集計結果

男�
43.8％�

女�
51.7％�

不明�
4.5％�

不明�
0.4％�

10歳代�
1.9％�

20歳代�
11.4％�

30歳代�
14.0％�

40歳代�
16.4％�

50歳代�
19.3％�

60歳代�
16.6％�

70歳代以上�
20.0％�

無効回答�
1.1％�

会社員、公務員等�
18.1％�

自営業�
25.1％�

パートタイマー�
6.6％�

家事従事者�
17.4％�

無職�
15.2％�

学生�
2.6％�

不明�
12.0％�

その他�
1.9％�



【問】【問】合併についてどのような効果を期待されます合併についてどのような効果を期待されますか。か。�【問】合併についてどのような効果を期待されますか。�

【問【問】新町の将来の新町の将来のイメージについてどのような言葉が言葉があてあてはまると思いますかすか。�【問】新町の将来のイメージについてどのような言葉があてはまると思いますか。�

20 40 60 80 100

34.934.9％� 3.93.9％� 6.86.8％� 12.412.4％� 4.24.2％�2.72.7％�8.68.6％� 24.224.2％� 2.42.4％�34.9％� 3.9％� 6.8％� 12.4％� 4.2％�2.7％�8.6％� 24.2％� 2.4％�

南部町、南部川村で重複している費用が削減でき、行政の効率化が図られる�

各分野に充実した担当職員をおくことができる�

より充実した施設整備ができるようになる�

南部町、南部川村の地域資源を生かした観光などの産業振興ができるようになる�

合併を機会に地域の知名度が上がり、まちのイメージが高まる�

少子高齢化や過疎化により人口が減ることへの不安に対応できる�

財政の基盤が大きくなるので重点的な投資が可能となり地域的課題に対応できるようになる�

特にない�

その他�

【問】【問】合併についてどのようなことを不安に思われますか。合併についてどのようなことを不安に思われますか。�【問】合併についてどのようなことを不安に思われますか。�

20 40 60 80 100

11.711.7％� 45.145.1％� 17.817.8％� 21.421.4％� 3.93.9％�11.7％� 45.1％� 17.8％� 21.4％� 3.9％�

議員の数が減少することにより、住民の意思が行政に反映されにくくなる�

町、村の区域が広くなり、住民サービスが低下する�

南部町、南部川村の名称がなくなるかもしれないので寂しい�

特にない�

その他�

20 40 60 80 100

8.58.5％�8.5％� 4.04.0％�4.0％� 54.754.7％�54.7％� 3.93.9％�3.9％� 27.527.5％�27.5％� 1.51.5％�1.5％�

小さくてもキラリと光る�

快適なコンパクトタウン�

日本一の梅の里�
�

すみ・はたらき・つどう・ええ塩梅のまち�

ゆたかな自然を育むまち・南部郷�

その他�



0％� 20％� 40％� 60％� 80％�

南高梅や備長炭などの特産物�

おいしい水や空気�

季節感、生命力の実感�

おいしい食べ物（海産物や農作物）�

多様な生き物との共存（アカウミガメなど）�

きれいな海�

空間的、時間的なゆとり�

あふれる緑�

ふれあい･助け合いのある暮らし�

子育てによい環境�

しずかなたたずまい�

近い職場�

あたたかい人間関係�

ストレスが少ない環境�

交通の便利さ�

祭りや民族芸能�

方言や風習�

その他�

特にない�

71.5％�

13.0％�

5.5％�

21.8％�

2.9％�

12.1％�

2.8％�

5.2％�

8.7％�

7.9％�

4.2％�

1.0％�

14.4％�

2.7％�

1.7％�

1.6％�

1.5％�

1.0％�

5.6％�

71.5％�

13.0％�

5.5％�

21.8％�

2.9％�

12.1％�

2.8％�

5.2％�

8.7％�

7.9％�

4.2％�

1.0％�

14.4％�

2.7％�

1.7％�

1.6％�

1.5％�

1.0％�

5.6％�

【問】【問】うめ産業は今後どのように進んでいくべきだと思いますかうめ産業は今後どのように進んでいくべきだと思いますか。�【問】うめ産業は今後どのように進んでいくべきだと思いますか。�

【問】【問】合併後の新町についてどのようなことを誇りに思い、自慢合併後の新町についてどのようなことを誇りに思い、自慢しますか。しますか。�【問】合併後の新町についてどのようなことを誇りに思い、自慢しますか。�

20 40 60 80 100

21.421.4％� 20.520.5％� 20.020.0％� 27.527.5％� 8.98.9％� 1.61.6％�21.4％� 20.5％� 20.0％� 27.5％� 8.9％� 1.6％�

生産主体から加工・販売まで一貫して取り組めるようにする�

品種改良など基礎的な研究を進めて高品質化、増産など生産能力を高める�

梅を活用した健康産業やうめグルメ旅といった観光産業など多角的に展開する�

これまでの産業のスタイルを変えずに堅実にブランドを守る�

梅以外の新たな産業を誘致又は起業する�

その他�



【問】【問】漁業は今後どのように進んでいくべきだと思いますか。漁業は今後どのように進んでいくべきだと思いますか。�【問】漁業は今後どのように進んでいくべきだと思いますか。�

20 40 60 80 100

23.423.4％� 9.69.6％� 9.39.3％� 7.57.5％� 27.727.7％� 20.520.5％� 2.02.0％�23.4％� 9.6％� 9.3％� 7.5％� 27.7％� 20.5％� 2.0％�

漁業整備（築磯など）による水産資源の回復など漁業操業環境の向上を図る�

市場の拡充や仲買業者との連携強化など、流通・販売体制を強化する�

消費地と産地情報の相互伝達ができる集出荷情報ネットワークを構築する�

経営感覚に優れた担い手や新規従事者、女性及び高齢者など多様な担い手を育成する�

水産物の加工、特産品の開発、南部ブランドを確立する�

海を活用した観光・交流・体験・ふれあいなどを創造する新たな産業を創出する�

その他�

【問】【問】商業は今後どのように進んでいくべきだと思いますか。商業は今後どのように進んでいくべきだと思いますか。�【問】商業は今後どのように進んでいくべきだと思いますか。�

20 40 60 80 100

32.932.9％�32.9％� 50.350.3％� 15.115.1％� 1717％�50.3％� 15.1％� 17％�

既存商店の特色化と連携やサービス向上による魅力化・活性化を図る�

商店街の環境改善などにより消費者の利便性の向上をはかる�

一次産業との連携による特産品開発やブランド製品の販売を促進する�

その他�

【問】【問】林業は今後どのように進んでいくべきだと思いますか。林業は今後どのように進んでいくべきだと思いますか。�【問】林業は今後どのように進んでいくべきだと思いますか。�

20 40 60 80 100

8.28.2％� 22.622.6％� 30.730.7％� 9.79.7％� 27.727.7％� 1.11.1％�8.2％� 22.6％� 30.7％� 9.7％� 27.7％� 1.1％�

林道整備や機械化など作業効率性の向上を図る�

植林・間伐等による資源再生を図る�

備長炭や林産物などの市場拡充や、流通・販売体制の強化を図る�

バイオマス（森林活用新エネルギー）、エコツアー（環境観光）など新たな資源活用を図る�

環境保護のため保全を図る�

その他�
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す
。

「
南
　
部
」

「
南
　
部
」

「
南
　
部
」

「
南
　
部
」

「
南
　
部
」

「
南
　
部
」

「
南
　
部
」

「
南
　
部
」

「
南
　
部
」

「
南
　
部
」

「
南
　
部
」

「
南
　
部
」

「
南
　
部
」

「
南
　
部
」

「
南
　
部
」

「
南
　
部
」

「
南
　
部
」

「
三
　
鍋
」

「
三
　
鍋
」

「
三
　
鍋
」

「
三
　
鍋
」

「
三
　
鍋
」

「
三
　
鍋
」

「
三
　
鍋
」

「
三
　
鍋
」

「
三
　
鍋
」

「
三
　
鍋
」

「
三
　
鍋
」

「
三
　
鍋
」

「
三
　
鍋
」

「
三
　
鍋
」

「
三
　
鍋
」

「
三
　
鍋
」

「
三
　
鍋
」

【問【問】インターチェンジ周辺周辺は、どのような土地利用土地利用を図る図るべきだと思いますかすか。�【問】インターチェンジ周辺は、どのような土地利用を図るべきだと思いますか。�

20 40 60 80 100

30.530.5％� 5.35.3％� 33.733.7％� 25.125.1％� 3.83.8％�1.61.6％�30.5％� 5.3％� 33.7％� 25.1％� 3.8％�1.6％�

商業地域として土地利用を図る�

現状の土地利用を保全し、優良農地として活用する。�

住宅地として利用する�

工業地域として土地利用を図る�

緑地ゾーンとする�

その他�

合併まちづくりに関するアンケート集計結果の詳細については、合併協議会事務局（℡ 84－3180）へ

お問い合わせ下さい。

尚、合併協議会のホームページ（http://gappei-minabego.jp/）でもご覧になれます。


